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○ 重点領域 

○ 当該領域における研究開発の目標及び推進方

策の基本的事項 

 （科学技術基本計画第 3章２．） 

科学技術基本計画 21212121 世紀の目指すべき国の姿世紀の目指すべき国の姿世紀の目指すべき国の姿世紀の目指すべき国の姿    

①知の創造と活用知の創造と活用知の創造と活用知の創造と活用によ

り世界に貢献できる国 
③安心・安全で質の高い安心・安全で質の高い安心・安全で質の高い安心・安全で質の高い

生活生活生活生活のできる国 
②国際競争力国際競争力国際競争力国際競争力があり 
持続的発展ができる国 

ｽﾄﾚｽなくいつでもどこで
も安全に 利用できる 
ネットワーク高度化技術ネットワーク高度化技術ネットワーク高度化技術ネットワーク高度化技術    

膨大な情報を高速に分析･
処理､蓄積､検索できる 
高度ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ技術高度ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ技術高度ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ技術高度ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ技術    

複雑な操作やｽﾄﾚｽなしで､誰で
もIT社会の恩恵を受けられる 

ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ技術ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ技術ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ技術ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ技術    

上記を支える基盤的なデバイスデバイスデバイスデバイス、、、、ソフト技術ソフト技術ソフト技術ソフト技術    

（国は、市場原理のみでは戦略的･効果的に達成し得ない基礎的･先導的領域の研究開発に重点を置く。また安全性を担
保するための制度整備、テストベッドの提供、標準化、IT利用のための教育振興等に取組む。さらに、コンピュータ誤
作動等による災害、ネット犯罪対策、プライバシー等の情報管理の在り方の検討、情報格差の是正について留意する。）

情報通信分野の重点情報通信分野の重点情報通信分野の重点情報通信分野の重点    

情報通信分野推進戦略 

１１１１１１１１．．．．．．．．推推推推推推推推進進進進進進進進戦戦戦戦戦戦戦戦略略略略略略略略のののののののの位位位位位位位位置置置置置置置置付付付付付付付付けけけけけけけけ  
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情報通信産業 

産業でのＩＴ利用 

電子商取引等 

 
電子政府 

教育 

医療 

情情情情情情情情報報報報報報報報通通通通通通通通信信信信信信信信技技技技技技技技術術術術術術術術         
ネットワーク高度化、高度コンピューティング、 
ヒューマンインターフェース、デバイス、ソフト 

 ライフ 

ナノテク 

環境等 

構

造

改

革 

移動、交通 

環 境 負

荷軽減 

ｺﾝ

ﾃﾝ

ﾂ 

 個人の情報発信 

世界の情報収集 

頭脳の補助 

情報通信産業の実質国内生産額 
（平成 12年通信白書より）

２２２２２２２２．．．．．．．．情情情情情情情情報報報報報報報報通通通通通通通通信信信信信信信信のののののののの利利利利利利利利用用用用用用用用のののののののの広広広広広広広広ががががががががりりりりりりりりとととととととと経経経経経経経経済済済済済済済済へへへへへへへへのののののののの波波波波波波波波及及及及及及及及効効効効効効効効果果果果果果果果  

産
業 

科
学
技
術 

芸
術 

公
共
サ
ー
ビ
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個
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

世界に先駆けたブレークスルーを実現し、市場を見据えた新たな技術を実用化していくことが、経済・社会にとって重要 

情報通信産業情報通信産業情報通信産業情報通信産業の国内生産額は急速に増大し、
1998 年には全産業の全産業の全産業の全産業の 12.512.512.512.5％％％％に成長。 

雇用は、今後 5年間で情報化により差引き 86 万人

創出（通産省、ｱﾝﾀﾞｰｾﾝ共同調査。1999 年 9月） 
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情報通信産業規模が 
経済全体（GDP）に占める割合 

実績 
推定 

（（（（（（（（１１１１１１１１））））））））米米米米米米米米国国国国国国国国ににににににににおおおおおおおおけけけけけけけけるるるるるるるる情情情情情情情情報報報報報報報報通通通通通通通通信信信信信信信信産産産産産産産産業業業業業業業業のののののののの経経経経経経経経済済済済済済済済へへへへへへへへのののののののの影影影影影影影影響響響響響響響響  
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情報通信産業の実質経済成長率への寄与率 
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情報通信産業の雇用者数 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

1991-95 1996-99

情報通信以外の寄与

情報通信の寄与

労働生産性上昇に対する情報通信の寄与率(年平均) 

情報通信産業は、雇用者数が5％未満であるが、産業規模はGDP
の 8％程度を占め、経済成長率への寄与は 3割に上る。 情報通信の利用により、産業全体の生産性上昇率

は 2倍に増大。 

（デジタルエコノミー 

2000 より） 
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反面、情報格差、ネット上のプライバシー、知的財産権保護、情報格差、ネット上のプライバシー、知的財産権保護、情報格差、ネット上のプライバシー、知的財産権保護、情報格差、ネット上のプライバシー、知的財産権保護、
青少年の不適切情報への接触（アクセス）、ネットを使った犯罪青少年の不適切情報への接触（アクセス）、ネットを使った犯罪青少年の不適切情報への接触（アクセス）、ネットを使った犯罪青少年の不適切情報への接触（アクセス）、ネットを使った犯罪
などについて適切に対策を講じることが重要。 

（（（（（（（（２２２２２２２２））））））））情情情情情情情情報報報報報報報報通通通通通通通通信信信信信信信信のののののののの社社社社社社社社会会会会会会会会・・・・・・・・経経経経経経経経済済済済済済済済へへへへへへへへのののののののの影影影影影影影影響響響響響響響響  

インターネットに関しては、インフラの高度化から、電子商取引等のアプリケーショ
ン、流通するコンテンツに係るものまで、多様な課題が存在。
インターネットに関しては、インフラの高度化から、電子商取引等のアプリケーショ
ン、流通するコンテンツに係るものまで、多様な課題が存在。

関税関税

税制税制

プライバシープライバシー

違法有害情報

電子決済

知的財産権知的財産権

ドメインネームと
インターネット
ガバナンス

消費者保護消費者保護

技術標準

裁判管轄裁判管轄
事業者の
責任

事業者の
責任

http://www.xx.co.jphttp://www.xx.co.jp

¥¥

mpt.go.jp

通信料金の
低廉化

「高い」への対策

電子認証
／電子署名

「危ない」への対策

ネットワーク
の高速化

「遅い」への対策

等

（TFP;全要素生産性） 
(1)情報通信産業の規模と産業全体の生産性の相関 

情報通信の利用が広がるにつれ、日本でも産業の
生産性向上生産性向上生産性向上生産性向上が期待。 

(2)情報通信投資比率と産業全体の生産性の相関 
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 1980   1985    1990   1995  1998 年 

 
 
 
 

    

国としての国としての国としての国としての    
多様性の確保多様性の確保多様性の確保多様性の確保    

選択と集中選択と集中選択と集中選択と集中    

((((強い部分を強く強い部分を強く強い部分を強く強い部分を強く))))    

集中と多様性の両立集中と多様性の両立集中と多様性の両立集中と多様性の両立    

（情報通信分野の特徴）（情報通信分野の特徴）（情報通信分野の特徴）（情報通信分野の特徴）①幅広い利用。社会経済への影響大①幅広い利用。社会経済への影響大①幅広い利用。社会経済への影響大①幅広い利用。社会経済への影響大    ②「つながる」ことが必須②「つながる」ことが必須②「つながる」ことが必須②「つながる」ことが必須    ③技術・市場の急速な変化③技術・市場の急速な変化③技術・市場の急速な変化③技術・市場の急速な変化    
→→→→    実利用における隘路（ボトルネック）解消のため、システムとしての基盤技術の研究開発が重要。実利用における隘路（ボトルネック）解消のため、システムとしての基盤技術の研究開発が重要。実利用における隘路（ボトルネック）解消のため、システムとしての基盤技術の研究開発が重要。実利用における隘路（ボトルネック）解消のため、システムとしての基盤技術の研究開発が重要。    

市場市場市場市場が大きく技術的に強い部分、日本市場に合った利用を核として、世界市場を見据えた研究開発を推進。が大きく技術的に強い部分、日本市場に合った利用を核として、世界市場を見据えた研究開発を推進。が大きく技術的に強い部分、日本市場に合った利用を核として、世界市場を見据えた研究開発を推進。が大きく技術的に強い部分、日本市場に合った利用を核として、世界市場を見据えた研究開発を推進。    
→→→→    融合領域、萌芽的な研究開発、研究開発基盤の整備、社会経済への影響の研究、人材育成等が重要融合領域、萌芽的な研究開発、研究開発基盤の整備、社会経済への影響の研究、人材育成等が重要融合領域、萌芽的な研究開発、研究開発基盤の整備、社会経済への影響の研究、人材育成等が重要融合領域、萌芽的な研究開発、研究開発基盤の整備、社会経済への影響の研究、人材育成等が重要    

３３３３３３３３．．．．．．．．        情情情情情情情情報報報報報報報報通通通通通通通通信信信信信信信信分分分分分分分分野野野野野野野野のののののののの特特特特特特特特徴徴徴徴徴徴徴徴とととととととと重重重重重重重重点点点点点点点点領領領領領領領領域域域域域域域域のののののののの考考考考考考考考ええええええええ方方方方方方方方（（（（（（（（試試試試試試試試案案案案案案案案））））））））  

情情情情情情情情報報報報報報報報通通通通通通通通信信信信信信信信分分分分分分分分野野野野野野野野のののののののの特特特特特特特特徴徴徴徴徴徴徴徴  

技術開発のリスクが高い 

①幅広く利用され、社会・経済へ①幅広く利用され、社会・経済へ①幅広く利用され、社会・経済へ①幅広く利用され、社会・経済へ

の影響が大の影響が大の影響が大の影響が大 
②ネットワークで「つなが②ネットワークで「つなが②ネットワークで「つなが②ネットワークで「つなが

る」ことが必須る」ことが必須る」ことが必須る」ことが必須 
③③③③    技術・市場の急速な変化技術・市場の急速な変化技術・市場の急速な変化技術・市場の急速な変化 
（予測の難しさ） 

④④④④日本の特殊性を考慮日本の特殊性を考慮日本の特殊性を考慮日本の特殊性を考慮    
・市場規模、成長領域 
・技術競争力 
・先導的な情報通信の実質的な

利用者としての国の役割不足 
  →個人寄りの産業 

重重重重重重重重点点点点点点点点領領領領領領領領域域域域域域域域ののののののののあああああああありりりりりりりり方方方方方方方方        

６ 

・融合領域の研究開発の推進・融合領域の研究開発の推進・融合領域の研究開発の推進・融合領域の研究開発の推進    
・萌芽的な研究開発の推進・萌芽的な研究開発の推進・萌芽的な研究開発の推進・萌芽的な研究開発の推進    
・研究開発基盤の整備・研究開発基盤の整備・研究開発基盤の整備・研究開発基盤の整備    
・社会・経済への影響の研究の推進・社会・経済への影響の研究の推進・社会・経済への影響の研究の推進・社会・経済への影響の研究の推進  
・人材育成・確保等人材育成・確保等人材育成・確保等人材育成・確保等 

    
    

・・・・市場が大きく技術的に強い領域市場が大きく技術的に強い領域市場が大きく技術的に強い領域市場が大きく技術的に強い領域、日本の、日本の、日本の、日本の
市場に合った利用を核とし、世界市場を市場に合った利用を核とし、世界市場を市場に合った利用を核とし、世界市場を市場に合った利用を核とし、世界市場を

見据えた研究開発を推進見据えた研究開発を推進見据えた研究開発を推進見据えた研究開発を推進    
・技術的安全保障（ｾｷｭﾘﾃｨ等）・技術的安全保障（ｾｷｭﾘﾃｨ等）・技術的安全保障（ｾｷｭﾘﾃｨ等）・技術的安全保障（ｾｷｭﾘﾃｨ等） 

・・・・隘路（ボトルネック）の連鎖を解消隘路（ボトルネック）の連鎖を解消隘路（ボトルネック）の連鎖を解消隘路（ボトルネック）の連鎖を解消するため、するため、するため、するため、
システムとしての基盤技術の研究開発が必要システムとしての基盤技術の研究開発が必要システムとしての基盤技術の研究開発が必要システムとしての基盤技術の研究開発が必要 

（社会・経済での実利用まで見据えた研究開発が社会・経済での実利用まで見据えた研究開発が社会・経済での実利用まで見据えた研究開発が社会・経済での実利用まで見据えた研究開発が

重要）重要）重要）重要） 

・実利用における隘路（ボト・実利用における隘路（ボト・実利用における隘路（ボト・実利用における隘路（ボト

ルネック）の解消が重要ルネック）の解消が重要ルネック）の解消が重要ルネック）の解消が重要    

・世界に先駆けたブレークス・世界に先駆けたブレークス・世界に先駆けたブレークス・世界に先駆けたブレークス

ルーの実現ルーの実現ルーの実現ルーの実現    

・方式（ｱｰｷﾃｸﾁｬ）が・方式（ｱｰｷﾃｸﾁｬ）が・方式（ｱｰｷﾃｸﾁｬ）が・方式（ｱｰｷﾃｸﾁｬ）が
統一される傾向統一される傾向統一される傾向統一される傾向    
・国際標準が重要・国際標準が重要・国際標準が重要・国際標準が重要
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デバイスデバイスデバイスデバイス     

    

端末端末端末端末    

デバイスデバイスデバイスデバイス    

    
バックボーン・ネットワークバックボーン・ネットワークバックボーン・ネットワークバックボーン・ネットワーク    

安全性（セキ安全性（セキ安全性（セキ安全性（セキ

ュリティ）ュリティ）ュリティ）ュリティ）    

バックボーン・ネットワークバックボーン・ネットワークバックボーン・ネットワークバックボーン・ネットワーク    
の高速化の高速化の高速化の高速化    

 

 

    

デバイスデバイスデバイスデバイス    

安全性（セキ安全性（セキ安全性（セキ安全性（セキ

ュリティ）のュリティ）のュリティ）のュリティ）の

改善改善改善改善    

 
低速端末回線低速端末回線低速端末回線低速端末回線    

端末回線の端末回線の端末回線の端末回線の    
高速化高速化高速化高速化    

データベースデータベースデータベースデータベース    
検索能検索能検索能検索能力の力の力の力の    
向上等向上等向上等向上等 

ソフトの高信頼化等ソフトの高信頼化等ソフトの高信頼化等ソフトの高信頼化等    

電池 
デバイスの高速化、デバイスの高速化、デバイスの高速化、デバイスの高速化、    
高集積化、高集積化、高集積化、高集積化、    
低消費電力化等低消費電力化等低消費電力化等低消費電力化等    

Hello 

端末の端末の端末の端末の    
高機能化高機能化高機能化高機能化    

ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア    

（（（（（（（（１１１１１１１１））））））））社社社社社社社社会会会会会会会会かかかかかかかからららららららら見見見見見見見見たたたたたたたた隘隘隘隘隘隘隘隘路路路路路路路路（（（（（（（（ボボボボボボボボトトトトトトトトルルルルルルルルネネネネネネネネッッッッッッッックククククククク））））））））ととととととととそそそそそそそそのののののののの対対対対対対対対策策策策策策策策  

データベースデータベースデータベースデータベース    
検索等検索等検索等検索等 

    
ヒューマンヒューマンヒューマンヒューマン    
インターフェースインターフェースインターフェースインターフェース ヒューマンヒューマンヒューマンヒューマン    

インターフェインターフェインターフェインターフェ
ースの向上ースの向上ースの向上ースの向上    

端末間通信端末間通信端末間通信端末間通信    
の高速化の高速化の高速化の高速化    
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図１図１図１図１    情報通信産業の主な領域別生産額の比較情報通信産業の主な領域別生産額の比較情報通信産業の主な領域別生産額の比較情報通信産業の主な領域別生産額の比較        図２図２図２図２    情報通信機器の中の主な成長領域情報通信機器の中の主な成長領域情報通信機器の中の主な成長領域情報通信機器の中の主な成長領域            図３図３図３図３    情報通信機器の生産額構成比率情報通信機器の生産額構成比率情報通信機器の生産額構成比率情報通信機器の生産額構成比率    

 

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

（通産省生産動態統計より）

（注）領域（分類）の定義は、産業連関表（総務庁）による。
 「情報関連サービス」；新聞、印刷・製版・製本、出版、

情報ｻｰﾋﾞｽ（「ｿﾌﾄｳｪｱ業」を除く）、ﾆｭｰｽ配給・ 
興信所の一部、広告、映画館、劇場・興行場 

「情報ソフト」； ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｿﾌﾄ、録音済ｶｾｯﾄﾃｰﾌﾟ･ﾃﾞｨｽｸ、
ﾚｺｰﾄﾞ、映画・ﾋﾞﾃﾞｵ等の制作を含む。 

（平成 12年通信白書より） 

（（（（（（（（２２２２２２２２））））））））情情情情情情情情報報報報報報報報通通通通通通通通信信信信信信信信産産産産産産産産業業業業業業業業のののののののの中中中中中中中中のののののののの成成成成成成成成長長長長長長長長領領領領領領領領域域域域域域域域  

・「情報通信機器製造」「情報通信機器製造」「情報通信機器製造」「情報通信機器製造」が急拡大急拡大急拡大急拡大（1995～1998 の 3 年平均平均平均平均 8.08.08.08.0％増％増％増％増） 
・「情報関連サービス」「情報関連サービス」「情報関連サービス」「情報関連サービス」は年平均 2.1％増と伸び悩み。 
・コンピュータソフト、音楽、映画等の「情報ソフト」「情報ソフト」「情報ソフト」「情報ソフト」も伸び率
は高いが、まだ小規模。 

・情報通信機器情報通信機器情報通信機器情報通信機器の中でも、携帯電話（年平均携帯電話（年平均携帯電話（年平均携帯電話（年平均 39393939％増）、％増）、％増）、％増）、
液晶（年平均液晶（年平均液晶（年平均液晶（年平均 27272727％増）、パソコン（年平均％増）、パソコン（年平均％増）、パソコン（年平均％増）、パソコン（年平均 15151515％増）％増）％増）％増）
の生産額増加が顕著の生産額増加が顕著の生産額増加が顕著の生産額増加が顕著。（1995～1999 の 4 年平均） 

・IC、電子部品等は依然として大きなシェア 
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米国米国米国米国 OSTPOSTPOSTPOSTP（産学官の委員会での評価；（産学官の委員会での評価；（産学官の委員会での評価；（産学官の委員会での評価；1990199019901990～～～～1994199419941994 の傾向）の傾向）の傾向）の傾向）    

    

技術領域 日本 米国 欧州 
移動体移動体移動体移動体    △（端末は○）（端末は○）（端末は○）（端末は○）    ○ ○ 
衛星衛星衛星衛星    ×((((通信機器は○通信機器は○通信機器は○通信機器は○))))    ○ △ 
個人向け通信 △ △ △ 

ﾈｯﾄ 
ﾜｰｸ 

大容量ﾈｯﾄﾜｰｸ大容量ﾈｯﾄﾜｰｸ大容量ﾈｯﾄﾜｰｸ大容量ﾈｯﾄﾜｰｸ    △（光は○）（光は○）（光は○）（光は○）    ○ ○ 
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ △ ○ × 
ｽ―ﾊﾟ―ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｽ―ﾊﾟ―ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｽ―ﾊﾟ―ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｽ―ﾊﾟ―ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ    ○○○○    △ × 
記憶装置 △ ◎ ×× 

ｺﾝﾋﾟｭｰ
ﾀ 

量子ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ △ ○ ○ 
音声情報処理音声情報処理音声情報処理音声情報処理    △(音声認識) 

○（音声合成）○（音声合成）○（音声合成）○（音声合成）    
○ 
△ 

△ 
△ 

画像情報処理 △ △(ｺﾝｾﾌﾟﾄ等◎) △ 
言語情報処理言語情報処理言語情報処理言語情報処理    ○○○○    △ △ 

ﾋ ｭ ｰ ﾏ
ﾝ・ 
ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ 

ﾋｭｰﾏﾝ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ △ ○ × 
言語・ｼｽﾃﾑ △ ○ × 
知識ﾒﾃﾞｨｱ知識ﾒﾃﾞｨｱ知識ﾒﾃﾞｨｱ知識ﾒﾃﾞｨｱ    ○○○○    ○ △ 
ｿﾌﾄｳｪｱ工学 × ○ ○ 

ｿﾌﾄ 

並列処理 × ○ ？ 

日本優位 米国優位 技術領域 
相当 少々 

同等 
少々 相当 

通信機器システム    ☆  
情報家電情報家電情報家電情報家電    ☆☆☆☆        
情報機器システム   ☆   
電子デバイス   ☆   
電子・光学材料電子・光学材料電子・光学材料電子・光学材料     ☆☆☆☆       
ｿﾌﾄｳｪｱ・ｼｽﾃﾑ    ☆  

技術領域 日本
優位 

同等 米国
優位 

通信（ﾃﾞｰﾀ圧縮、ﾙｰﾃｨﾝｸﾞ等）   ＜ 
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ（相互運用性、並列処理）   ＜ 
情報管理（大規模情報ｼｽﾃﾑ、統合ﾅﾋﾞｼｽﾃﾑ）   ＞ 
知的適応ｼｽﾃﾑ（人工知能、自律ﾛﾎﾞｯﾄ）  ＝  
ｾﾝｻ（物理ﾃﾞﾊﾞｲｽ、統合信号処理）  ＞  
構成部品（記憶装置、表示装置等）  ＞  
ｿﾌﾄｳｪｱ・作成ﾂｰﾙ   ＞ 

(注)９０年から９４年の間の日米の技術力のトレンド 

＞技術格差が拡大 ＝不変 ＜技術格差が縮小 

産業競争力会議資料（経営者ｱﾝｹｰﾄ調査、産業競争力会議資料（経営者ｱﾝｹｰﾄ調査、産業競争力会議資料（経営者ｱﾝｹｰﾄ調査、産業競争力会議資料（経営者ｱﾝｹｰﾄ調査、1999199919991999））））    

・科学技術政策研究所（H12.3）より作成 

・△に対して、○はやや優位、◎は優位、×はやや劣位、××は劣位。 

科学技術政策研究所アンケート調査（科学技術政策研究所アンケート調査（科学技術政策研究所アンケート調査（科学技術政策研究所アンケート調査（2000200020002000年年年年 3333月）月）月）月）    

・研究者、経営者へのアンケート調査によると、日本が比較的優位な領域は、情報家電、電子・光学ﾃﾞﾊﾞｲｽ、光通信、移情報家電、電子・光学ﾃﾞﾊﾞｲｽ、光通信、移情報家電、電子・光学ﾃﾞﾊﾞｲｽ、光通信、移情報家電、電子・光学ﾃﾞﾊﾞｲｽ、光通信、移
動体通信端末、言語処理、音声合成など動体通信端末、言語処理、音声合成など動体通信端末、言語処理、音声合成など動体通信端末、言語処理、音声合成など。 

・この他、JPEG、MPEG 等の画像圧縮方式画像圧縮方式画像圧縮方式画像圧縮方式は、日本が国際標準策定の中心的役割を果たし、ゲーム機・ソフト、ＧａＡｓ半ゲーム機・ソフト、ＧａＡｓ半ゲーム機・ソフト、ＧａＡｓ半ゲーム機・ソフト、ＧａＡｓ半
導体、電池導体、電池導体、電池導体、電池等は、世界をリード。インターネット関連技術は現時点で遅れているが、次世代方式（（（（IPIPIPIPｖ６ｖ６ｖ６ｖ６））））の実用化で

（（（（（（（（３３３３３３３３））））））））我我我我我我我我がががががががが国国国国国国国国のののののののの情情情情情情情情報報報報報報報報通通通通通通通通信信信信信信信信技技技技技技技技術術術術術術術術のののののののの比比比比比比比比較較較較較較較較的的的的的的的的優優優優優優優優位位位位位位位位なななななななな領領領領領領領領域域域域域域域域  
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将来的な市場の成長が見込め、技術的に強く、日本の市場に合った利用を核。将来的な市場の成長が見込め、技術的に強く、日本の市場に合った利用を核。将来的な市場の成長が見込め、技術的に強く、日本の市場に合った利用を核。将来的な市場の成長が見込め、技術的に強く、日本の市場に合った利用を核。  
情報通信システムとして必要な、波及効果の大きな基盤的技術を強化。情報通信システムとして必要な、波及効果の大きな基盤的技術を強化。情報通信システムとして必要な、波及効果の大きな基盤的技術を強化。情報通信システムとして必要な、波及効果の大きな基盤的技術を強化。    

使いやすく高機能の携帯型端末等から、高速ネットワークを介していつでもどこでも安心して世界中の情報･知識を自由に活
用できるシステムの実現を目指し、必要な基盤的技術を強化。 

いいいいいいいいつつつつつつつつででででででででももももももももどどどどどどどどここここここここででででででででもももももももも頼頼頼頼頼頼頼頼れれれれれれれれるるるるるるるるパパパパパパパパーーーーーーーートトトトトトトトナナナナナナナナーーーーーーーーととととととととししししししししててててててててのののののののの情情情情情情情情報報報報報報報報通通通通通通通通信信信信信信信信のののののののの実実実実実実実実現現現現現現現現        
地球規模の情報通信システムが、人の頭脳の延長あるいはパートナーパートナーパートナーパートナーとして十分頼れるものになっていく。

（意思疎通（コミュニケーション）機能の充実したロボットも、人間のパートナーパートナーパートナーパートナーになりうる可能性。） 

（（（（（（（（４４４４４４４４））））））））社社社社社社社社会会会会会会会会のののののののの要要要要要要要要請請請請請請請請にににににににに基基基基基基基基づづづづづづづづくくくくくくくく重重重重重重重重点点点点点点点点領領領領領領領領域域域域域域域域のののののののの考考考考考考考考ええええええええ方方方方方方方方（（（（（（（（試試試試試試試試案案案案案案案案））））））））

現在の隘路（ボトルネック）現在の隘路（ボトルネック）現在の隘路（ボトルネック）現在の隘路（ボトルネック）    
・通信速度が遅い。使いにくい。必要
な情報が探せない。信頼性が低い。 
・携帯型端末の「機能の高さ」と「小
ささ軽さ」の両立が困難。頻繁に充
電が必要。 
・安全性（セキュリティ）が不安。 

日本の技術的優位性日本の技術的優位性日本の技術的優位性日本の技術的優位性    
・移動体端末、光通
信、言語処理、音声
合成、情報家電、TV
ゲーム、デバイスの
一部等が優位。産業
的にも競争力。 

成長領域成長領域成長領域成長領域    
・情報通信機器製造
業の市場が急成長 
・中でも携帯電話、
液晶、パソコン等の
端末系の伸びが顕著 

日本日本日本日本市場の特徴市場の特徴市場の特徴市場の特徴    
・国は先導的な情報通
信利用者としての役
割が不足 
・小型軽量多機能機器
などで、概念提案力も
含めて優位 
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光、無線、インターネット光、無線、インターネット光、無線、インターネット光、無線、インターネット    

技
術
水
準

技
術
水
準

技
術
水
準

技
術
水
準    

日本の現状日本の現状日本の現状日本の現状    

欧米の現状欧米の現状欧米の現状欧米の現状    

 
 

情報家電情報家電情報家電情報家電    

デバデバデバデバイスイスイスイス    

    
この領域の基盤的技術を強化 

 
 

ロボットロボットロボットロボット    

（（（（（（（（５５５５５５５５））））））））日日日日日日日日本本本本本本本本のののののののの強強強強強強強強みみみみみみみみをををををををを梃梃梃梃梃梃梃梃子子子子子子子子ににににににににししししししししたたたたたたたた技技技技技技技技術術術術術術術術競競競競競競競競争争争争争争争争力力力力力力力力向向向向向向向向上上上上上上上上のののののののの考考考考考考考考ええええええええ方方方方方方方方（（（（（（（（試試試試試試試試案案案案案案案案）））））））） 

    

①①①①①①①①日日日日日日日日本本本本本本本本のののののののの強強強強強強強強いいいいいいいい領領領領領領領領域域域域域域域域        
のののののののの基基基基基基基基盤盤盤盤盤盤盤盤的的的的的的的的技技技技技技技技術術術術術術術術        

②②②②②②②②日日日日日日日日本本本本本本本本がががががががが弱弱弱弱弱弱弱弱いいいいいいいいがががががががが
①①①①①①①①ととととととととのののののののの関関関関関関関関連連連連連連連連でででででででで        
不不不不不不不不可可可可可可可可欠欠欠欠欠欠欠欠なななななななな領領領領領領領領域域域域域域域域        
のののののののの基基基基基基基基盤盤盤盤盤盤盤盤的的的的的的的的技技技技技技技技術術術術術術術術 

③③③③③③③③日日日日日日日日本本本本本本本本がががががががが弱弱弱弱弱弱弱弱くくくくくくくく        
①①①①①①①①ととととととととのののののののの関関関関関関関関連連連連連連連連        
がががががががが薄薄薄薄薄薄薄薄いいいいいいいい領領領領領領領領域域域域域域域域 

ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア    

安全性（セキュリティ）安全性（セキュリティ）安全性（セキュリティ）安全性（セキュリティ）    

ヒューマン・ヒューマン・ヒューマン・ヒューマン・    
インターフェースインターフェースインターフェースインターフェース    

データベースデータベースデータベースデータベース    

携帯型端末携帯型端末携帯型端末携帯型端末    


